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Multi Web UI
アプリケーション開発の実践─その1
UIアーキテクチャの差異とユーザビリティを考える

はじめに

本連載ではこれまで、Internet Exp-

lorerをはじめとするリッチな環境下で

のWebアプリケーション開発、そして

携帯電話に代表されるような端末によ

るシンプルなWebアプリケーション開

発を紹介してきました。Webフォーム

やMicrosoft Mobile Internet Toolkit

（以下MMIT）を利用することで、サー

バー側での自動的なUI（ユーザーイン

ターフェイス）レンダリングやイベン

トの処理などを実現することができま

した。

実際のビジネスの局面においては前

述の開発のうちどちらかひとつという

わけではなく、同時に双方をサポート

しソリューションを提供することで、

その付加価値を高めてゆくことが可能

となるはずです。

しかし、双方のアプリケーションが

単独に存在しているかのように開発を

進めてゆく、もしくはシステムを展開

してゆくことは決してベストではあり

ません。なぜならば、開発生産性の低

下を招くばかりではなく、管理コスト

の増加、Time-to-Marketでのシステム

導入の障壁となることなどが考えらる

からです。

今回から2回にわたって、Multi Web

UIアプリケーションを実際にどのよう

に設計／実装すれば、これらの潜在的

な問題点を解消できるのかを検証して

ゆくことにしましょう。

現状の問題を
把握する

問題の解決にあたるためには、今あ

る問題を認識しなければなりません。

現存するシステムを検証しながら、そ

の問題点を洗い出してみましょう。

ここでいうMulti Web UIアプリケー

ションを「クライアント環境を選ばな

いWebアプリケーションである」と定

義すると、対応しなければならないデ

バイス群／クライアント環境には次の

ようなものがあげられます。

・Windows上での各種ブラウザ

・他のプラットフォーム上での各種ブ

ラウザ

・携帯電話（各キャリアをすべて包含）

・PDAなどのスモールデバイス

これらは、いずれもインターネット
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に接続し、アプリケーション機能を利

用できる環境です。システムとしての

受け口を広げるには、これらへ柔軟に

対応する必要があります。

ここで問題になるのは、クライアン

トによってレンダリング言語が異なる

という点です。HTML3.2/4.0、DHTML、

CHTML、WML、XHTMLなどさまざ

まなものが存在しています。デバイス

に応じた言語でコンテンツを記述する

ということ自身は正しいといえますが、

それによって開発に必要とされるスキ

ルセットは増加してしまいます。

実際には、単なるレンダリング言語

の違いだけではありません。表示可能

な画像形式の違いやフォームに対する

アーキテクチャの違いなど、実はさま

ざまな面でデバイス間、クライアント

間での差異が存在しています。

これまでは、これらの差異を開発者

が理解していなければ、マルチクライ

アント化されたWebアプリケーション

は実装できませんでした。そこには、

開発者の学習にかかる時間的なコスト、

実装にかかわる作業の煩雑さなど潜在

的な問題点が見え隠れしてきます。真

のMulti Web UIを目指すには、言語の

乱立やアーキテクチャの違いを吸収す

るための仕組みが必要となってくると

考えられます。

sユーザビリティからみた問題点

では、言語という視点からユーザビ

リティに目を移してみましょう。各キ

ャリアの携帯電話を包括的にサポート

できるサイトを紹介するときには、次

のようなURLを見かけることがよくあ

ります。

i モード用：

http://www.DomainName.com/i

ezWeb用：

http://www.DomainName.com/ez

これは、デバイスに応じた仮想ディ

レクトリをそれぞれ用意することによ

って、適切なUIを提供してゆくという

趣旨で行なわれている方法です。しか

し、情報を提供したい、システムを利

用させたい側の都合でこのようにアド

レスが異なることは正しいのでしょう

か。できることならば単一のURLだけ

を紹介し、どのようなクライアント環

境からでも適切なUIを提供するほう

が、ユーザーの側に立ったソリューシ

ョンとなるでしょう。

また、いくつも仮想ディレクトリを

用意し、その中で各々のコンテンツ管

理を行なうということは管理や更新に

かかわる作業を煩雑なものとしてしま

い、システムにおける迅速性が損なわ

れる恐れもあるでしょう。これらの問

題点は、最終的にシステムの実装へと

影響をおよぼし始めます。よって、こ

れらも潜在的な問題のひとつと言える

でしょう。

s管理面から見た問題点

また、たとえば、仮想ディレクトリ

を分割していたり、デバイスに応じた

UIを各々作成していたとなると、そこ

で行なわれるべき処理をつかさどるビ

ジネスロジックは、どのように実装さ

れるのでしょうか。多くの場合、イン

ターフェイスから呼び出されるロジッ

クは、フォームなどのアーキテクチャ

の違いから別々のものが用意され、そ

れらが最終到達点のデータベースやス

トレージにアクセスするという形式に

ならざるを得ないのではないでしょう

か。

しかし、このようなシステム設計に

してしまうと、完成したときは動いて

いるため問題ないように思われますが、

将来的にメインテナンスなどの管理の

面を考慮すると大きな問題となってき

ます。ある一機能を更新しようと考え

たときにビジネスロジックが分散して

しまっているため、更新箇所が多くな

ってしまいます。つまり、すべてのデ

バイスに対しての一括的な更新ではな

く、順次作業を行なってゆかなければ

ならなくなります。問題が局所化され

ていないことによって、本来“1”で済

む作業が“2”にも“3”にもなってし

まい負担が増えるため、タイムリーな

システム展開を阻害してしまう可能性

があるわけです。

ひとくちに「Multi Web UIの実現」

や「ユビキタスネットワークの実現」

といったところで、いくつかの考慮を

行なわないと一筋縄ではゆかないとい

うことがおわかりになると思います。

解消策を検討する

しかし、裏を返せばこれらの問題点

を解消してゆくことで、より柔軟性の

高いMulti Web UIアプリケーションを

構築することが可能です。本連載では、

先に提示した潜在的な問題点をどのよ

うに解消してゆくかを2回にわたって考

えてゆくことにします。

まず今回ご紹介するのは、1点目にあ
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